






旧土佐寒蘭センターの改修による利活用

旧土佐寒蘭センターを改修して、(財)夢産地とさやま開発公社の事務所及び

加工場として活用します。また、地域住民の交流や研修の施設として、さらには、

「土佐山・生物多様性アカデミー」の教室としての活用も想定しています。

ハード面の施策として
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土佐山／まるごと有機プロジェクト

土佐山地域が取組んできた有機無農薬農業や、鏡川源流域という清らかなイメージを

活かし、生姜や四方竹など地域の特産物を原材料とした加工品の開発・販売を行い、

産業化していきます。さらに、積極的なPR活動を行い認知度の向上、ブランド化を図ります。

未来をつくることと同時に、現在進行の施策として
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土佐山／交流・定住人口拡大プロジェクト

有機無農薬農業、鏡川源流域の豊かな自然と生態系、稀少動植物の宝庫といった土佐山地域の

強みを活かし、また、改修後の寒蘭センター施設等を活用して、「土佐山・生物多様性アカデミー

（Ｔｏｓａｙａｍａ Ｂｉｏｄｉｖｅｒｓｉｔｙ Ａｃａｄｅｍｙ ）※仮称」を開設し、スクール事業を展開します。

ソフト面の施策として
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教育から地域をつくる。そして、真の社学一体へ。

〈小中一貫校〉

〈旧寒蘭センター〉

高校・大学で
見聞を深める

産業が生まれる

子供と、お年寄りの
コミュニケーション

地域が一体となって
教え学ぶ

土佐山をさらに知り、
新しい産業の種を見つける

土佐山の自然の中で
ゆっくりと歳を重ねる〈幼稚園〉

〈健康福祉センター〉
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土佐山地域の振興は、まず「教育」に軸足をおき、

土佐山のＤＮＡでもある「社学一体」の理念を具現化していきます。

「社学一体教育」によって育まれた知識とアイデアは、

さまざまな産業の種になり、芽を出し、実りをもたらします。

産業は時代に合わせて柔軟にカタチを変えますが、

「社学一体教育」はいつまでもこの地域の特産であり続けます。

まとめ
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そして、その社学一体教育を中心とした町づくりは、

鏡川とともに山を下り、市街地へと伝わり、

高知市にさらなる恵みをもたらします。

土佐山はこれからも、高知市の「源泉」として、

大きな役割を果たしてゆきます。
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